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～
こ
れ
ま
で
の
一
〇
〇
年
と
こ
れ
か
ら
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劉

本
校
の
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
　
貢

（
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
富
山
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

　
本
校
は
、
明
治
三
九
年
七
月
に
設
立
さ
れ
た
新
湊
町
立
甲
種
商
船
学
校
を
起
源
と
す
る
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
す
る
学
校
で
あ
り
、

富
山
で
は
未
だ
に
「
商
船
学
校
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
昨
年
に
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
、
記
念
式
典
、
慰
霊
祭
、
学
園
祭
、

そ
し
て
毛
利
宇
宙
飛
行
士
に
よ
る
講
演
会
な
ど
一
七
行
事
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
海
運
業
界
、
地
域
の
自
治
体
・
企
業
、
保
護
者
会
な
ど

に
ご
協
力
を
仰
い
だ
が
、
特
に
同
窓
会
や
同
窓
生
個
人
の
方
々
か
ら
物
心
両
面
で
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
海
の

男
た
ち
の
結
束
力
、
母
校
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
、
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

　
本
校
は
創
立
後
、
財
政
上
の
理
由
等
に
よ
り
何
度
か
廃
校
の
危
機
に
直
面
し
た
が
、
地
域
自
治
体
・
住
民
や
海
運
関
係
者
の
努
力
に
よ

り
存
続
し
、
町
立
か
ら
県
立
、
国
立
へ
、
並
行
し
て
商
船
学
校
か
ら
商
船
高
等
学
校
、
さ
ら
に
昭
和
四
二
年
度
に
は
高
等
専
門
学
校
へ
と

改
組
さ
れ
て
き
た
。
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そ
の
間
、
船
長
・
航
海
士
、
機
関
長
・
機
関
士
な
ど
船
の
幹
部
職
員
を
育
成
し
、
我
が
国
経
済
活
動
の
基
盤
を
な
す
海
運
業
や
関
連
産

業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
昭
和
後
期
に
入
り
、
日
本
人
船
員
の
雇
用
縮
小
や
産
業
構
造
の
変
化
を
受
け
て
、
商
船
教

育
の
一
部
を
改
組
し
、
昭
和
六
〇
年
度
に
情
報
工
学
科
、
六
三
年
度
に
電
子
制
御
工
学
科
を
設
置
し
た
。
さ
ら
に
平
成
八
年
度
に
は
、
環

日
本
海
地
域
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
の
人
材
を
養
成
す
る
た
め
、
高
専
に
は
珍
し
い
文
科
系
学
科
で
あ
る
国
際
流
通
学

科
を
新
設
し
、
商
船
学
科
と
合
わ
せ
四
学
科
体
制
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
六
年
度
の
独
立
行
政
法
人
化
、
一
七
年
度
の
専
攻
科
設
置
を

経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業
生
数
は
約
五
〇
〇
〇
名
に
上
る
。

本
校
の
現
状

　
高
等
専
門
学
校
（
高
専
）
は
現
在
、
全
国
に
国
立
五
五
、
公
立
四
、
私
立
三
の
合
計
六
二
校
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
商
船
学
科
を
持

2
口
同
専
は
国
立
五
校
で
、
い
ず
れ
も
商
船
学
校
や
船
員
養
成
所
を
母
体
と
し
、
一
〇
〇
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
最
も

若
い
本
校
は
、
東
日
本
あ
る
い
は
日
本
海
側
に
存
在
す
る
唯
一
の
商
船
高
専
で
あ
り
、
ま
た
商
船
学
科
に
加
え
工
業
系
、
文
科
系
の
学
科

を
持
つ
、
特
色
あ
る
高
専
と
な
っ
て
い
る
。

　
商
船
学
校
の
伝
統
と
し
て
、
専
門
知
識
・
技
術
に
加
え
、
船
長
・
機
関
長
に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
規
律
遵
守
の
精
神
、
協

調
性
な
ど
を
教
え
込
ん
で
き
た
。
し
か
し
近
年
は
学
科
が
多
様
化
し
、
社
会
環
境
や
学
生
気
質
も
変
わ
っ
て
、
そ
の
特
色
は
薄
れ
て
き
て

い
る
。
ま
た
、
昔
は
男
子
校
、
か
つ
全
寮
制
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
女
子
学
生
が
増
え
、
寮
も
希
望
者
の
み
入
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
見
る
と
、
大
部
屋
で
厳
し
い
上
下
関
係
の
寮
生
活
を
体
験
し
た
卒
業
生
の
方
に
は
物
足
り
な
く
感
じ
ら
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　
高
専
教
育
の
最
大
の
特
徴
は
、
一
五
歳
か
ら
の
五
年
一
貫
教
育
と
、
実
験
・
実
習
・
実
技
な
ど
実
践
的
な
課
程
を
重
視
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
あ
り
、
本
校
も
例
外
で
は
な
い
。
同
時
に
学
生
の
自
主
性
や
意
思
疎
通
能
力
を
高
め
る
よ
う
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
校
は
ま
た
、
課
外
活
動
の
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
全
国
高
専
体
育
大
会
で
陸
上
部
が
七
連
覇
し
た
の
を
は
じ
め
、
テ
ニ
ス
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
、
ラ
グ
ビ
i
部
な
ど
が
毎
年
の
よ
う
に
上
位
に
入
っ
て
い
る
ほ
か
、
ヨ
ッ
ト
部
、
カ
ッ
タ
ー
部
な
ど
商
船
高
専
な
ら
で
は
の
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部
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
高
専
ロ
ボ
コ
ン
大
会
で
も
一
四
年
度
に
ロ
ボ
コ
ン
大
賞
、
一
七
年
度
に
は
ベ
ス
ト
四
・
デ
ザ
イ
ン
賞
を
獲
得
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
高
専
教
育
な
い
し
本
校
の
教
育
は
、
企
業
や
大
学
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
卒
業
生
の
う
ち
就
職
希
望
者
の
就
職
率
、

進
学
希
望
者
の
進
学
率
（
大
学
三
年
次
へ
の
編
入
、
高
専
専
攻
科
へ
の
進
学
）
と
も
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
本
校
で
は
、

就
職
二
”
進
学
一
の
比
率
だ
が
、
国
立
高
専
全
体
で
は
五
一
四
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
進
学
者
が
増
え
る
傾
向
に

あ
る
。

学
生
支
援
の
状
況

○
支
援
体
制

学
生
支
援
の
た
め
の
教
員
組
織
と
し
て
は
、
学
生
主
事
及
び
主
事
補
か
ら
な
る
学
生
主
事
室
（
六
名
）
が
中
心
と
な
り
、
教
務
主
事
室

（
七
名
）
、
寮
務
主
事
室
（
六
名
）
、
各
学
級
担
任
（
専
攻
科
も
含
め
二
四
名
）
、
学
生
相
談
室
（
三
名
）
、
そ
し
て
事
務
組
織
と
し
て
の
学
生

課
（
一
三
名
）
が
連
携
を
取
り
つ
つ
、
学
生
を
支
援
し
て
い
る
。

　
高
校
生
相
当
と
大
学
生
相
当
の
年
齢
の
学
生
が
、
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い
る
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
高
校
生
、
大
学

生
の
扱
い
の
「
世
間
相
場
」
も
考
え
な
が
ら
、
学
習
・
生
活
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
の
自
治
組
織
で
あ
る
学
生
会
に
、
主
体

的
な
活
動
を
求
め
て
お
り
、
次
第
に
建
設
的
な
意
見
・
提
言
が
出
つ
つ
あ
る
。

○
就
学
支
援

　
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
と
し
て
授
業
料
免
除
制
度
を
有
し
て
お
り
、
家
庭
の
経
済
状
況
と
成
績
を
基
準

と
し
て
、
授
業
料
の
全
額
ま
た
は
半
額
を
免
除
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
生
支
援
機
構
に
よ
る
奨
学
金
の
他
、
特
定
学
科
生
を
対
象
と
す
る

民
間
団
体
の
奨
学
金
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も
大
き
な
助
け
と
な
っ
て
い
る
。

学
業
内
容
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
理
解
不
足
の
学
生
を
対
象
と
し
て
補
講
・
補
習
を
行
っ
て
い
る
他
、
資
格
試
験
講
座
を
多
数
開
い
て
、

資
格
取
得
を
促
進
し
て
い
る
。
図
書
館
に
つ
い
て
も
、
専
門
資
料
の
整
備
を
基
本
と
し
つ
つ
、
学
生
が
来
た
く
な
る
環
境
を
作
る
た
め
に
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文
学
書
や
雑
誌
の
充
実
に
も
配
慮
し
て
い
る
が
、
学
校
規
模
が
小
さ
く
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
は
十
分
な
整
備
が
で
き
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
校
周
辺
の
公
共
交
通
機
関
が
不
十
分
な
た
め
、
保
護
者
会
の
事
業
と
し
て
通
学

バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
。
独
立
採
算
を
続
け
て
い
る
が
、
赤
字
に
し
な
い
た
め
毎
年
苦
労
し

て
い
る
。

○
留
学
支
援

　
国
際
流
通
学
科
を
中
心
に
、
海
外
留
学
を
希
望
す
る
学
生
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
留
学
斡
旋

団
体
を
通
し
て
留
学
さ
せ
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
希
望
す
る
国
に
行
け
な
い
こ
と
、
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
て
も
直
接
対
処
で
き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
七
年
度
に
本
校
独
自
の
留
学
制
度

を
二
種
創
設
し
た
。
相
手
校
は
い
ず
れ
も
カ
ナ
ダ
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
の
大

学
で
あ
り
、
初
回
で
あ
る
昨
年
に
は
一
か
月
コ
ー
ス
に
八
名
、
半
年
コ
ー
ス
に
三
名
が
参
加

し
た
。
さ
ら
に
本
年
度
に
は
、
同
地
域
の
高
校
と
協
定
し
て
一
年
コ
ー
ス
も
創
設
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
企
画
・

　
ま
た
、
本
校
の
第
二
外
国
語
は
ロ
シ
ア
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
か
ら
の
選
択
で
あ
る
が
、

北アイルランド・バリークレア高校との学生交
流（100周年記念事業）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
、
協
定
作
業
や
学
生
の
引
率
に
は
、
留
学
支
援
室
の
教
員
五
名
が
中
心
と
な
っ
て
当
た
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
国
の
大
学
と
提
携
し
、
「
異
文
化

体
験
研
修
」
と
称
し
て
、
夏
休
み
か
春
休
み
に
三
週
問
程
度
の
短
期
滞
在
課
程
を
設
け
て
い
る
。
毎
年
合
計
数
十
名
の
学
生
が
参
加
し
て

い
る
が
、
出
発
か
ら
一
週
間
程
度
は
教
員
が
引
率
し
て
、
学
生
が
慣
れ
る
ま
で
支
援
し
て
い
る
。

○
就
職
・
進
学
支
援

　
就
職
指
導
．
支
援
に
つ
い
て
は
、
各
専
門
学
科
長
が
中
心
と
な
っ
て
高
学
年
担
任
と
協
力
し
つ
つ
行
っ
て
お
り
、
学
校
全
体
と
し
て
は

就
職
対
策
委
員
会
を
置
い
て
い
る
。
し
か
し
近
年
は
大
学
編
入
者
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
た
め
、
編
入
試
験
対
策
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
大
学
編
入
も
含
め
て
進
路
全
体
に
つ
き
指
導
・
支
援
す
る
組
織
を
作
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
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○
課
外
活
動
支
援

　
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
教
員
全
員
に
い
ず
れ
か
の
顧
問
を
割
り
当
て
て
い

る
。
活
動
の
盛
ん
な
ク
ラ
ブ
は
、
休
日
の
対
外
試
合
も
多
く
、
引
率
す
る
教
員
に
相
当
な
負
担
が

か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
均
等
化
は
容
易
で
は
な
い
。

　
公
私
立
も
含
め
全
高
専
が
協
力
し
て
、
高
専
生
だ
け
の
体
育
大
会
、
ロ
ボ
コ
ン
大
会
な
ど
を
運

営
し
て
い
る
。
全
国
持
ち
回
り
で
開
催
す
る
事
業
が
多
い
の
で
、
離
れ
た
地
域
で
開
催
さ
れ
る
年

に
は
参
加
学
生
の
旅
費
が
か
か
る
た
め
、
多
く
の
学
校
で
は
、
保
護
者
会
に
一
部
負
担
し
て
も
ら

い
、
本
人
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

○
寮
生
活
支
援

本
校
で
は
、
特
に
商
船
学
科
が
近
県
に
な
い
こ
と
か
ら
他
県
か
ら
の
学
生
が
多
く
、
ま
た
交
通

が
不
便
な
た
め
、
学
生
の
三
分
の
一
に
当
た
る
約
三
〇
〇
名
（
う
ち
女
子
が
約
八
O
名
）
が
寮
生

活
を
送
っ
て
い
る
。
男
女
と
も
高
学
年
の
み
個
室
、
他
は
相
部
屋
で
、
も
ち
ろ
ん
広
く
は
な
く
、

食
事
、
門
限
、
自
習
、
消
灯
な
ど
の
日
課
を
定
め
て
い
る
の
で
、
自
宅
で
自
由
な
生
活
を
送
っ
て
き
た
学
生
に
し
て
み
れ
ば
、
不
便
．
不

満
は
感
じ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
集
団
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
日
課
遵
守
は
重
要
で
あ
り
、
寮
生
活
を
体
験
し
た
学
生
は

社
会
へ
出
て
か
ら
も
評
価
が
高
く
、
そ
れ
が
本
校
（
他
高
専
も
）
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
寮
生
活
の
支
援
・
指
導
は
、
寮
務
主
事
室
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宿
直
は
教
員
全
員
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
朝
晩

の
在
室
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
寮
に
つ
い
て
も
、
自
治
組
織
で
あ
る
欝
葵
本
に
、
日
課
遵
守
や
清
掃
の
励
行
な
ど
、
で
き
る
だ
け
任

せ
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

○
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

　
高
専
生
の
年
齢
は
一
五
～
二
二
歳
と
、

組一
会

・
高

心
身
の
発
達
が
著
し
い
時
期
に
広
が
っ
て
お
り
、
そ
の
抱
え
る
悩
み
も
多
様
で
あ
る
。
友
人
、

曾爵働鱈麟憩鯉唖魯鯵齢鯵塵轡愈⑫魯齢麟欝魯鱈齢軸鰯轡夢磯醗愈轡⑬愚軸轡翰轡働窃砂麟磯轡瞳萄辱穆樋轡麟萄轡麟轡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32

異
性
、
家
族
な
ど
人
問
関
係
の
悩
み
も
あ
る
が
、
早
期
に
専
門
教
育
に
入
る
こ
と
か
ら
、
入
学
し
た
も
の
の
目
標
が
定
ま
ら
な
い
、
あ
る

い
は
途
中
で
専
門
に
適
性
を
感
じ
な
く
な
る
な
ど
の
、
進
路
の
悩
み
も
多
い
。
こ
の
た
め
、
高
校
卒
業
資
格
が
取
れ
る
三
年
生
を
終
え
た

時
点
で
退
学
し
、
大
学
や
専
門
学
校
に
入
り
な
お
す
学
生
が
少
な
く
な
い
。

学
生
の
相
談
相
手
と
し
て
、
①
担
任
、
②
看
護
師
（
常
勤
）
、
③
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
非
常
勤
）
、
④
学
生
相
談
室
、
の
四
通
り
を
提
示
し
、

学
生
が
一
番
相
談
し
や
す
い
と
こ
ろ
へ
行
く
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。
④
に
つ
い
て
は
近
年
、
多
く
の
学
校
で
類
似
の
組
織
が
置
か
れ
て
お

り
、
本
校
で
も
平
成
一
六
年
度
に
設
置
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
に
教
員
三
名
を
配
置
し
、
日
常
的
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
が
、

実
際
に
来
る
の
は
、
そ
の
教
員
を
知
っ
て
い
る
、
ま
た
慕
っ
て
い
る
学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
結
局
、
相
談
受
付
は
個
人
同
士
の
関
係

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
問
題
へ
の
対
処
は
組
織
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
個
人
情
報
保
護
に
問
題
な
い
限
り
、
校
長
、
主
事
、

学
科
長
、
担
任
な
ど
で
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

④
は
そ
の
他
、
定
期
的
に
学
生
の
満
足
度
や
意
欲
の
調
査
・
分
析
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
に
関
す
る
教
員
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
三
年
前
に
学
寮
で
新
入
生
に
対
す
る
暴
行
事
件
が
起
き
た
直
後
に
は
、
寮
生
と
の
懇
談
会
を
主
催
し
、
被
害
者
の
精
神
状
況
の
把
握

と
ケ
ア
に
努
め
た
。

○
海
外
か
ら
の
留
学
生
に
対
す
る
支
援

　
留
学
生
（
一
八
年
度
は
三
名
）
に
つ
い
て
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
一
部
変
更
（
英
語
を
「
日
本
語
事
情
」
に
）
や
、
寮
生
活
規
則
の
例

外
（
自
炊
可
、
長
期
休
暇
中
の
在
寮
可
）
を
除
け
ば
、
日
本
人
学
生
と
同
様
に
扱
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

年
一
回
、
文
化
体
験
旅
行
を
実
施
し
て
い
る
が
、
昨
年
は
近
隣
高
専
と
留
学
生
交
流
会
を
開
催
し
た
。

本
校
・
高
専
の
将
来

　
近
年
、
少
子
化
や
高
学
歴
志
向
な
ど
に
よ
り
、
高
専
志
願
者
は
全
体
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
社
会
経
済
の
変
化
に
伴
い
、
高

専
に
期
待
さ
れ
る
役
割
も
変
化
し
て
い
る
。
昭
和
三
七
年
度
に
高
専
制
度
が
創
設
さ
れ
た
直
後
は
、
学
校
数
が
急
増
し
た
も
の
の
、
そ
の
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後
は
頭
打
ち
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
高
専
の
専
売
特
許
で
あ
っ
た
「
も
の
づ
く
り
教
育
」

も
、
大
学
や
高
校
で
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
で
高
専
が
ど
う
生
き
て
い
く

の
か
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
独
立
行
政
法
人
化
を
契
機

と
し
て
、
個
性
化
、
活
性
化
、
教
育
研
究
の
高
度
化
に
向
け
て
各
校
の
一
層
の
努
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
の
中
で
、
各
高
専
は
専
攻
科
の
設
置
、
地
域
と
の
連
携
強
化
、
外

部
機
関
に
よ
る
評
価
の
受
審
な
ど
、
意
欲
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
高
専
に

対
す
る
世
間
の
認
知
度
は
必
ず
し
も
高
く
な
く
、
よ
り
積
極
的
な
広
報
も
必
要
で
あ
る
。

　
本
校
も
、
学
校
独
自
の
詳
細
な
中
期
計
画
・
年
度
計
画
の
作
成
と
公
表
を
は
じ
め
、
認

証
評
価
の
受
審
と
そ
れ
に
基
づ
く
運
営
改
善
、
学
生
や
教
員
相
互
に
よ
る
授
業
評
価
と
改

善
、
学
生
の
自
学
自
習
を
促
進
す
る
た
め
の
大
学
方
式
の
単
位
認
定
制
度
の
導
入
、
そ
し

て
前
記
の
留
学
制
度
の
創
設
な
ど
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
に
改
善
を
進
め
る
中
に
あ
っ
て
、
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
昨
年
、
本
校
は
さ

ら
に
大
き
な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
は
、
前
記
の

商船学科の洋上サバイバル訓練

高
専
志
願
者
の
減
少
、
行
財
政
改
革
に
伴
う
人
件
費
削
減
の
要
請
な
ど
の
流
れ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
社
会
の
二
ー
ズ
に
応
え
、

よ
り
高
度
な
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
県
内
や
近
隣
高
専
の
統
合
再
編
等
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
本
校
も
こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、

県
内
の
も
う
一
つ
の
高
専
で
あ
る
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
と
の
統
合
再
編
を
目
指
す
こ
と
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
け
れ
ば
二

一
年
度
に
も
新
学
科
の
学
生
受
け
入
れ
を
始
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
高
専
は
こ
れ
ま
で
、
地
域
に
密
着
し
、
地
域
の
求
め
る
入
材
を
輩
出
し
て
き
た
。
即
ち
、
地
域
企
業
や
、
学
生
の
保
護
者
を
含
む
地
域

住
民
が
主
な
顧
客
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
今
後
と
も
堅
持
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
併
せ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
、

と
い
う
視
点
も
持
ち
な
が
ら
、
ま
た
「
商
船
学
校
」
「
商
船
高
専
」
の
伝
統
を
生
か
し
て
、
今
後
の
学
校
の
姿
を
考
え
て
い
き
た
い
。

麟藩働簿麟魯働興魯鯵⑲愈穆鐙魯⑫鯵魯轡轡魯轡縷嚇曾㊨齢婚轡魯鯵膿魯轡欝魯簿嚇轡懸塵曾鰹轡魯鯵拶愈魯勧禽聡鐙齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34


